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阿里山の黄道光（・）

本　田　　實

　阿里山の天候は沓が駁く目でも東天が黙劇美しく晴れt

くれるのは非常に幸であった．毎曉1h30mに起き出でL

予測所の屋上に立てば，新高山の上に銀河があざやかで

北天にはボラ】リスは内地よりはるかに低く，23。の高

さに輝き，それの場する小熊座がやkもすると山へ引か

しOそうである．

　塞は物凄いまでに美しく澄んだ塞・はるか南天には内

地では見られない“のうこつ座”のα星が美しくまた

Sいてるる．

　印可天候のゆるす限り，3同乃至4圓のi親測をっL“けて

9月19日になった．例の如く，1b30mに嗣ぎ出でsみる

と昨18日までは淡く見にくかった光帯が非常に見易くな

ってみるのに氣が付いた・其の日は見易くなったと思ぴながら，観測を絡へ

たが・翌20　B　L“よV・よ明るく見易く且つ幅廣くなってみる，著しv・事實に驚

き，山本先生宛下の電文を打つた．

　し昨曉より光帯急激に檜光，且つ幅廣くなりたり約12。，内地の観測図引無

きゃ否やn之は9月20日7時40分獲信で，急報227號に報ぜられた通りである．

しかし光帯はこの日よりこの通り見易くなったのであるが，黄道光の方には

別段i著しV・攣化は認めなかった．

　光陽の幅が廣くなって來た．15－16日の頃，7。80位に観測してみた幅が

20日にユ2。と観測してみる．そして25－26日中なって，17－18。から20。近v・

幅の光帯は素晴らしかった．要するに阿里山での牧穫は黄道光は非常に明る

いこと，そして光帯が19日になって急激に見易く幅誘くなったこと，私は特

にこの光帯の攣化を興味をもつてみてみる．それほど著しい感じを與へた．

観測のことは之位にして＃a測所の様子を少し書きませう．
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　観測所は，阿里山高山観測所と云い，野川総督府の経螢にかSる，海抜

2400米の阿里山のうちの万歳山と云ふ山の頂上に建てられてみて，昭和8年

の開設である，ペンキの色も清々しい箱形の家で4入の所員が毎日襯測に當

ってゐられる。観測は一一一般の氣象観測であるが，大きな地震計室もある．

そして三世用のク・ノメiクは軒口10時（西門）の船橋の報時で調整されてる

た．

　この槻弓所の主任の人を伊東さんと云い年若い温厚な方で，外に地震計係

りの人と他に2入の人が毎日6同の観測を途行してゐられる・殆どすべての機

械が自記装置になってみた．

　又毎朝室が晴れてさへるれば，直径30cmばかりの赤い風船を屋上からと

ばせて，小さな望遠鏡で高度と方向を計ってゐられた．ぢつとみてるるとだ

んだん昇ってゆくにつれて小さくなり，途には小さな黒馬になってしまふ．

1000米はまだ良くみえる．　1200米では非常に見にくNなり，1300米まで肉眼

で見えてみた，望遠鏡をのぞいてみる入が之がまだ見えてみるのかと驚いて

みた．方向と高度は2分毎に記録されてみた。

　9月26日，急に思ぴ立って，日本の最高峯新高山上で黄道光をみるべく，

6時，阿里山より登山野道の人となって出獲した．沿線に紅白の美しいコス

モスの花が嘆き齪れてるるのはあまりにも西翠であった．児玉騨で汽車を捨

て，それより徒歩にて7時間，新高下の警察署に到着した．もう非常に寒く，

部室にはスト1ブがどんどん薪かれて居た．13時弊察より2時闇ばかりで頂

上に登れるときS，雨の中を一人登る．道はけはしい，富士野高位より上に

は何も生へてるない．只岩ばかりである．15時頃雨と激しV・風と霧：の中に頂

上に立つた．頂上は5米に8米位の廣さで非常にせまい．あたりは霧で何も見

えない．杖をもつてみる手はかちかんで來て非常に寒かった・あまり寒いの

で直に下山，其夜警察に一泊し，翌27日1時に起きて再び登り頂上で観測せ

んと勢込んでみたが，1時も曇り，2時，3時と曇りにて，やっと4時過ぎ，晴

れそうになりかけたので大急ぎにて懐中電燈をたよりに登りはじめたが，雲

と薄明とで残念ながら黄道光はみることが出來なかった。

　しかし新高頂上の御來光はあまりにも美しく且つ豪華であった．翼紅から
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黄金に攣る雲の色，たった一一一一Aの客を迎へるにはあまりにも新高は豪華であ

った．

　6時下山，警察を7時50分に出して張行軍，観測所に周りついたのは14時36

分だつた．

　9月28日は下山の準備に費いやした．

　29日早事の観測を絡へて，9時20分阿里山叢下山の途につv、た．この日，

阿里山にはもう白く霜が下りてみた．観測所の氣温は20だつた．

　阿里山は冬，下の軍地は夏，だんだん下りるにしたがって温度は上昇し，

4時10分嘉直願着．もう非常な暑さだった．直にバスで臭鳳廟へ詣で，暗く

なってから北1司導線標を訪れる．大急ぎで彰化に至り，松本氏の宅へ滲り，

30日1時50分の汽車の出るまで休ませてv・た蝋，

　1時，松本氏に逡られて，騨に至り，汽車にのり膿豪に入る．夜明け頃汽

車は墓北の近くを走ってみた．基隆着7時50分，直に高千与野に乗船する．

船から陸へ張られた紅白のテ1プが切れて，10時6分野は出て行った．港外

に出るともう波は狂ひ立って，般は大きくゆれ出した．門司に録るまで船は

暴風雨の中を大ゆれにゆれながら進んだ途中でデッキに出る勇氣もなく，

勿論船の位置を尋ねに行く階下もなく，苦しさにあへぎながら船室にころが

ってみた．船は帯鋼よの9時闇ばかりおくれ，10月2日夜10時頃門司入港．直

に荷上げ，3日3時30分紳戸へ向け出帆．風は張かつたが秋晴の瀬戸内海を進

んで行った．天高く晴れて内海の秋色はあまりにも美しかった．

　風強く，内海でさへ9000トンの船がゆれて，夕闇せまる神戸岸壁へ18時無

事停船した．三ノ宮騨でみた高い北極星．そしてネオンの光り，それは阿里

山とはあまりにもかけ離れてみた．大阪着，船酔のつかれを叔母の家に休め

て，京都へ5日正午に牒り，6日の談話會に出席した．電車のひs’き，廻る廣

告燈，こんな都會の姿を山の中L阿里山■の人々は想像するだらうか？　黄道

光があんなにも美しい阿里由の人々は1！（終り）

◎オリオンの　星座は高く　新約の　鐘冴えわたる　クリスマスの夜


